
- 1 -

三条市農業委員会総会議事録

日 時 平成２８年１０月３１日 午前９時３０分

場 所 三条市役所 本庁舎４階全員協議会室

会議に付した議題

議第 １号 農用地利用集積計画の承認について

議第 ２号 農用地利用配分計画（案）に対する意見について

議第 ３号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について

議第 ４号 事業計画変更申請について

議第 ５号 農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見につい

て

議第 ６号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見につい

て

報告事項 報第 １号 第３調査部会の調査結果報告について

報第 ２号 農政対策部会の結果報告について

報第 ３号 農地法第１８条第６項の規定による解約通知について

報第 ４号 農用地利用集積計画（利用権設定）の解約通知について

報第 ５号 農地潰廃通報について

報第 ６号 作付変更届について

報第 ７号 農地法第３条の３第１項の届出について

出席委員 ３４名

１番 渡 邉 一 英 委員 ２番 村 山 佐喜雄 委員

３番 嘉 藤 太加雄 委員 ４番 藤 田 吉 則 委員

５番 桒 原 一 郎 委員 ６番 野 﨑 文 夫 委員

７番 五十嵐 秀 一 委員 ８番 蒲 澤 正 委員

９番 大 桃 伸 之 委員 １０番 眞 野 薫 委員

１１番 坂 井 良 雄 委員 １２番 大 竹 正 信 委員

１３番 原 正 利 委員 １４番 羽 生 俊 昭 委員

１５番 刈 屋 一 夫 委員 １６番 佐 藤 満 委員

１７番 捧 譽 委員 １８番 内 山 清 委員

１９番 佐 藤 裕 雄 委員 ２０番 村 井 善一郎 委員

２１番 阿 部 新一郎 委員 ２２番 阿 部 眞佐雄 委員

２３番 田 邉 稔 委員 ２４番 阿 部 銀次郎 委員

２５番 清 野 秀 作 委員 ２６番 星 野 英 治 委員
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２７番 内 山 敏 雄 委員 ２８番 渡 邊 勝 夫 委員

２９番 熊 倉 睦 委員 ３０番 原 田 勝 委員

３１番 小 林 茂 宏 委員 ３２番 坂 井 浩 行 委員

３３番 横 山 一 雄 委員 ３４番 廣 川 哲 也 委員

欠席委員 なし

職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 清 水 学

経営基盤係副参事 渡 辺 正 美

経営基盤係主任 高 野 久美子

経 営 基 盤 係
左 居 香

一 般 任 用 主 事

午前９時３０分 開会及び開議

議長（野﨑会長）

それでは、時間になりましたので定例総会を開会いたします。

（挨拶 略）

これより会議に入ります。

最初に、出席状況を申し上げます。定員３５名のところ、現在員３４名、欠席ゼロで

会議は成立いたします。

なお、議事録の署名委員につきましては、定めにより私から指名いたします。３番、

嘉藤太加雄委員、３３番、横山一雄委員を指名いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

それでは、早速に議事に入ります。

議第１号『農用地利用集積計画の承認について』を議題といたします。

なお、２３番、田邉稔委員、３２番、坂井浩行委員、３４番、廣川哲也委員、以上の

委員は、農業委員会等に関する法律第３１条第１項の規定に基づき、議事参与の制限に

より、本議案終了まで退席をお願いいたします。

（午前９時３７分 ２３番田邉 稔委員、３２番坂井浩行委員、

３４番廣川哲也委員退席）

議長（野﨑会長）

事務局、説明願います。

事務局（清水事務局長）

それでは、説明の前に、議第１号の中で大変恐縮でございますが、議案の訂正をお願

いしたいと思います。あわせておわびを申し上げますが、お手元に配付をさせていただ

きました議第１号正誤表をあわせてご覧いただきたいと思います。

議案３１ページをお願いいたします。１４１番でありますが、「利用権の設定（移転）
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をする者」の住所の国名が「タンザニア連合共和」と国が抜けて表示をしておりました。

正しくは、「タンザニア連合共和国」でございますので、訂正をお願いいたします。大変

申しわけございませんでした。

それでは、議第１号『農用地利用集積計画の承認について』ご説明をいたします。

３８ページをご覧願います。今月の申請は、新規設定４７件、面積４４万３，４２５．

１２㎡、再設定５５件、面積２６万６，５２８．０１㎡、合計では１０２件、面積７０

万９，９５３．１３㎡であります。

それでは、１ページにお戻りを願います。６３番から順に説明をいたします。なお、

利用権を設定する者、受ける者、契約の種類、期間及び１０ａ当たり賃借料につきまし

ては記載のとおりでございますので、説明を省略させていただきます。

６３番から２ページの７０番までの８件は相対で、それぞれ新規に利用権を設定する

ものであります。

６３番は、金子新田地内の農地４筆、７，００３㎡、６４番は同じく金子新田地内の

農地２筆、６，５３５㎡、６５番は同じく金子新田地内の農地１筆、３７７㎡、６６番

は同じく金子新田地内の農地１筆、１，１８３㎡、２ページをお願いいたします。６７

番は福島新田地内外の農地計２筆、８２７㎡、６８番は渡前地内外の農地計３筆、４，

４４９㎡、６９番は井栗地内の農地４筆、３，８６３㎡、７０番は月岡１丁目地内の農

地４筆、１，９４６㎡、以上８件は相対で、新規にそれぞれ利用権を設定するものであ

ります。

次の７１番から２０ページの１０９番までの３９件、合計面積４１万７，２４２．１

２㎡は、農地中間管理事業に伴い、公益社団法人新潟県農林公社が新規に利用権を設定

するものであります。

それでは、７１番から順にご説明をいたします。７１番は、吉田地内外の農地計１７

筆、１万２，４８４㎡、７２番は如法寺地内外の農地計３筆、７，７７４㎡、７３番は

下保内地内の農地１０筆、７，３９０㎡、７４番は井戸場地内の農地計８筆、６，３６

５㎡、７５番は下保内地内の農地１１筆、１万７８４㎡、７６番は如法寺地内外の農地

計６筆、１万２，６１８㎡、７７番は新光地内外の農地計１１筆、１万７，０１９㎡、

７８番は西中地内外の農地計１４筆、２万１，６４３．１５㎡、７９番は井栗地内外の

農地計６筆、４，２４９㎡、８０番は下保内地内の農地８筆、４，８５４㎡、８１番は

下保内地内の農地６筆、８，８１３㎡、８２番は代官島地内外の農地計５筆、２，６３

５㎡、８３番は荻島地内の農地４筆、３，８１３㎡、８４番は井栗地内外の農地計１６

筆、１万４，６９６㎡、８５番は西潟地内外の農地計６筆、５，１０７㎡、８６番は上

保内地内の農地１１筆、６，１０６㎡、８７番は大島地内の農地１０筆、９，４４４㎡、

８８番は金子新田地内の農地６筆、１万２，３１０㎡、８９番は福島新田地内外の農地

計８筆、１万６，１７２㎡、９０番は帯織南地内の農地５筆、３万５，０１９㎡、９１

番は大面地内の農地２筆、６，８３６㎡、９２番は福島新田地内外の農地計２筆、３，

７７６㎡、９３番は福島新田地内の農地１筆、１，５１０㎡、９４番は鬼木新田地内外

の農地計３２筆、３万９，５０３．０６㎡、９５番は鬼木新田地内外の農地計２筆、３，
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０４３㎡、９６番は福島新田地内外の農地計６筆、１万６，５９５㎡、９７番は福島新

田地内外の農地計１３筆、６，０５３㎡、９８番は江口地内の農地６筆、８，３７３㎡、

９９番は北五百川地内の農地１８筆、８，８５１㎡、１００番は原地内の農地８筆、９，

４５０㎡、１０１番は森町地内の農地５筆、９，９７１㎡、１０２番は森町地内の農地

７筆、１万２，８７２㎡、１０３番は鹿峠地内の農地２筆、２，１４４㎡、１０４番は

鹿峠地内の農地５筆、１万８６５㎡、１０５番は福岡地内外の農地計２７筆、１万４，

５６１．９１㎡、１０６番は棚鱗地内外の農地計１２筆、２万１，２１２㎡、１０７番

は名下地内の農地４筆、４，４８７㎡、１０８番は名下地内の農地４筆、９，８１９㎡、

１０９番は上大浦地内の農地８筆、８，０２５㎡、以上３９件は新潟県農林公社が新規

に利用権を設定するものであります。

次の１１０番から３８ページの１６４番までの５５件につきましては、再設定であり

ますので、説明を省略させていただきます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入る前に、先日調査部会で調査をいただいておりますので、その結

果を報告お願いいたします。

第３調査部会長は、村山代理の隣に着席願います。

４番、藤田吉則委員。

第３調査部会長（４番藤田吉則委員）

おはようございます。それでは、第３調査部会の調査結果についてご報告をいたしま

す。

第３調査部会では、１０月２５日午前９時から三条庁舎第２委員会室におきまして、

部会員と野﨑会長、村山会長代理出席のもと会議を開催いたしました。

事務局より日程説明、議案説明を受け、全案件について意見決定を経て、午前１０時

４１分に閉会をいたしました。

ただいま意見が求められております議第１号『農用地利用集積計画の承認について』

は、新規設定４７件、再設定５５件、合計件数１０２件、面積７０万９，９５３．１３

㎡で、書類審査及び事務局から詳細説明を受け、新潟県農林公社が利用権設定をする案

件以外の８件につきましては、いずれも農地の効率的利用、農作業に常時従事すると認

められることなど、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしており、

また新潟県農林公社が利用権設定をする３９件につきましても、いずれも農地中間管理

事業を推進し、農用地の利用の効率化及び高度化の促進を図ることから、全件承認相当

といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）
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ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。なお、委員の質問

等の発言については挙手をし、発言を求め、議長の許可を得てから発言をお願いいたし

ます。

しばらくにしてご発言が無いようですので、お諮りをいたします。議第１号につきま

しては、ただいま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

退席委員の着席を願います。

（午前９時５０分 ２３番田邉 稔委員、３２番坂井浩行委員、

３４番廣川哲也委員着席）

議長（野﨑会長）

退席された委員に報告します。

議第１号『農用地利用集積計画の承認について』は、調査部会長の調査結果報告のと

おり承認することに決しました。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第２号『農用地利用配分計画（案）に対する意見について』を議題と

いたします。

なお、５番、桒原一郎委員、１０番、眞野薫委員、２１番、阿部新一郎委員、２３番、

田邉稔委員、２９番、熊倉睦委員、３２番、坂井浩行委員、３４番、廣川哲也委員、以

上の委員は、農業委員会等に関する法律第３１条第１項の規定に基づき、議事参与の制

限により、本議案終了まで退席をお願いいたします。

（午前９時５２分 ５番、桒原一郎委員、１０番、眞野 薫委員、

２１番、阿部新一郎委員、２３番田邉 稔委員、

２９番、熊倉 睦委員、３２番、坂井浩行委員、

３４番、廣川哲也委員退席）

議長（野﨑会長）

それでは、事務局、説明願います。

事務局（清水事務局長）

それでは、議第２号『農用地利用配分計画（案）に対する意見について』ご説明をい

たします。

３９ページをご覧願います。三条市長からの諮問書の写しでございます。

次のページ、４０ページは、議第２号の参考としまして、農地中間管理事業の推進に

関する法律第１９条を添付させていただきました。

本議案は、議第１号『農用地利用集積計画の承認について』でご審議をいただきまし

た公益社団法人新潟県農林公社が農地中間管理事業により新規に利用権を設定する農用
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地４１万７，２４２．１２㎡の利用配分計画（案）でございます。農地中間管理事業の

推進に関する法律第１９条第２項の規定に基づき、三条市が作成する農用地利用配分計

画（案）について、同法第１９条第３項の規定により、当農業委員会に意見を求められ

ているものでございます。

なお、議第２号参考としまして、本年７月１日現在の借り受け希望者リストを送付さ

せていただきましたが、議案４３ページの１０番の借り受け人ほか５名の方については、

７月１日現在の借り受け希望者リストには登載をされておりませんが、今後予定をして

おります臨時募集に応募され、配分計画の県公告予定日の平成２８年１２月２７日まで

に登載される予定となっております。

それでは、配分計画（案）をご説明をいたします。４１ページをご覧願います。一番

左の番号欄の括弧内に記載をしております番号は、先ほどご審議をいただきました議第

１号『農用地利用集積計画の承認について』に対応する番号でございます。なお、借り

受け人、契約の種類、期間及び１０ａ当たり賃借料、受け人の状況につきましては記載

のとおりですので、説明を省略させていただきます。

１番は、議第１号の７１番、７２番及び７６番におきまして、新潟県農林公社が利用

権を設定する吉田地内外の農地計２１筆、２万３，４４３㎡を記載の借り受け人に新規

に貸し付けをしたいとするものでございます。２番は、７１番、月岡地内の農地２筆、

１，００８㎡、３番は７１番の片口地内の農地１筆、６０２㎡、４番は７２番、福島新

田地内の農地１筆、４，８７０㎡、５番は７３番及び７５番、下保内地内の農地１４筆、

１万３，６９３㎡、６番は７４番、井戸場地内の農地８筆、６，３６５㎡、７番は７５

番、下保内地内の農地７筆、４，４８１㎡、８番は７６番、如法寺地内の農地１筆、２，

９５３㎡、９番は７７番、新光地内の農地２筆、１，４８３㎡、１０番は７７番、大宮

新田地内の農地２筆、３，６３２㎡、１１番は７７番、大宮新田地内外の農地計４筆、

５，９８６㎡、１２番は７７番、塚野目地内外の農地計３筆、５，９１８㎡、１３番は

７８番、西中地内外の農地計１４筆、２万１，６４３．１５㎡、１４番は７９番、井栗

地内外の農地計６筆、４，２４９㎡、１５番は８０番及び８１番、下保内地内の農地１

４筆、１万３，６６７㎡、１６番は８２番及び８３番、荻島地内外の農地計９筆、６，

４４８㎡、１７番は８４番、井栗地内外の農地計１６筆、１万４，６９６㎡、１８番は

８５番、西潟地内外の農地計６筆、５，１０７㎡、１９番は８６番、上保内地内の農地

１１筆、６，１０６㎡、２０番は８７番、大島地内の農地６筆、６，１８６㎡、２１番

は８７番、大島地内の農地２筆、２，０６２㎡、２２番は８７番、大島地内の農地２筆、

１，１９６㎡、２３番は８８番、金子新田地内の農地６筆、１万２，３１０㎡、２４番

は８９番、９２番及び９３番、福島新田地内外の農地計８筆、１万２，４６２㎡、２５

番は８９番、福島新田地内の農地３筆、８，９９６㎡、２６番は９０番及び９６番、帯

織南地内外の農地計１１筆、５万１，６１４㎡、２７番は９１番、大面地内の農地２筆、

６，８３６㎡、２８番は９４番及び９５番、鬼木新田地内外の農地計３４筆、４万２，

５４６．０６㎡、２９番は９７番、福島新田地内外の農地計１３筆、６，０５３㎡、３

０番は９８番、江口地内の農地６筆、８，３７３㎡、３１番は９９番、北五百川地内の
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農地１８筆、８，８５１㎡、３２番は１００番、１０１番、１０２番及び１０９番、原

地内外の農地計２２筆、３万２，６０４㎡、３３番は１００番、原地内の農地５筆、５，

７７５㎡、３４番は１００番、原地内の農地１筆、１，９３９㎡、３５番は１０３番、

鹿峠地内の農地２筆、２，１４４㎡、３６番は１０４番、鹿峠地内の農地５筆、１万８

６５㎡、３７番は１０５番、高岡地内外の農地計２７筆、１万４，５６１．９１㎡、３

８番は１０６番、荒沢地内の農地２筆、１，８１３㎡、３９番は１０６番、荒沢地内外

の農地計７筆、１万５５６㎡、４０番は１０６番、棚鱗地内の農地３筆、８，８４３㎡、

４１番は１０７番及び１０８番、名下地内の農地８筆、１万４，３０６㎡、以上４１件

はそれぞれ記載の借り受け人に新規に貸し付けをしたいとするものでございます。

説明は以上であります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果を報告を願います。

４番、藤田吉則委員。

第３調査部会長（４番藤田吉則委員）

議第２号『農用地利用配分計画（案）に対する意見について』は、合計件数４１件、

面積４１万７，２４２．１２㎡で、農用地の利用の効率化及び高度化の促進を図る観点

から、全件異議ないものと認めるという意見であります。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言が無いようですので、お諮りをいたします。議第２号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、議第２号『農用地利用配分計画（案）に対する意見について』は、農用地

利用の効率化及び高度化の促進を図る観点から異議ないものと認めることで答申いたし

ます。

退席委員の着席を願います。

（午前１０時０４分 ５番、桒原一郎委員、１０番、眞野 薫委員、

２１番、阿部新一郎委員、２３番田邉 稔委員、

２９番、熊倉 睦委員、３２番、坂井浩行委員、

３４番、廣川哲也委員着席）

議長（野﨑会長）

退席された委員に報告します。
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議第２号『農用地利用配分計画（案）に対する意見について』は、調査部会長の調査

結果報告のとおり、農用地利用の効率化及び高度化の促進を図る観点から異議ないもの

と認めることで答申することに決しました。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第３号『農地法第３条第１項の規定による許可申請について』を議題

といたします。

事務局、説明願います。

事務局（清水事務局長）

それでは、議第３号『農地法第３条第１項の規定による許可申請について』ご説明を

いたします。

５４ページをご覧願います。今月の申請は２件で、合計面積９，７４１㎡であります。

３５番は、中浦地内の農地１７筆、７，７２２㎡を譲り受け人が経営規模拡大のため

売買により取得するものであります。価格は、１０ａ当たり約〇万〇，〇〇〇円であり

ます。

３６番は、原地内の農地１筆、２，０１９㎡を同一世帯内において贈与により取得す

るものであります。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会の調査結果を報告を願います。

４番、藤田吉則委員。

第３調査部会長（４番藤田吉則委員）

議第３号『農地法第３条第１項の規定による許可申請について』は、売買によるもの

１件、贈与によるもの１件、合計件数２件、面積９，７４１㎡で、書類審査及び現地確

認結果など詳細説明を受け、譲り受け人の経営面積や機械、労働力、技術、下限面積な

どの許可要件を全て満たしており、全件許可相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言が無いようですので、お諮りをいたします。議第３号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。
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議長（野﨑会長）

続きまして、議第４号『事業計画変更申請について』を議題といたします。

事務局、説明願います。

事務局（清水事務局長）

それでは、議第４号『事業計画変更申請について』ご説明をいたします。

５５ページをご覧願います。今月の申請は３件で、合計面積１，０９６㎡であります。

１９番は、南四日町２丁目地内の農地１筆、３５８㎡を使用貸借権の設定により、住

宅１棟及び物置１棟並びに駐車場２台の用地として利用したいものでございます。場所

につきましては、嵐南公民館北側１００ｍ付近で、都市計画用途地域の第１種住居地域

内の農地であることから、農用地区分は第３種農地と判断されます。なお、本申請につ

きましては、議第６号の５２番で農地法第５条の許可申請がなされております。

２０番は、福島新田地内の農地１筆、１６７㎡を売買により取得し、物置１棟及び駐

車場５台の用地として利用したいものでございます。土地の売買価格は、１㎡当たり約

〇万〇，〇〇〇円でございます。場所につきましては、三条市清掃センター南側４００

ｍ付近で住宅等が連たんする区域内の農地であることから、農用地区分は第３種農地と

判断されます。なお、本申請につきましては、議第６号の５３番で、農地法第５条の許

可申請がなされております。

２１番は、計画変更のみの申請で、新堀地内の農地１筆、５７１㎡を農機具格納庫１

棟及び消防ポンプ置き場１棟並びに畑の用地として利用したいものでございます。場所

につきましては、三条市役所栄庁舎北側４００ｍ付近で、住宅等が連たんする区域内の

農地であることから、農用地区分は第３種農地と判断されます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会の調査結果を報告を願います。

４番、藤田吉則委員。

第３調査部会長（４番藤田吉則委員）

議第４号『事業計画変更申請について』は、合計件数３件、面積１，０９６㎡で、書

類審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、立地基準及び一般基準を満たしており、

全件承認相当といたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言が無いようですので、お諮りをいたします。議第４号につきましては、ただい
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ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認めます。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第５号『農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見につ

いて』を議題といたします。

事務局、説明願います。

事務局（清水事務局長）

それでは、議第５号『農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見につい

て』ご説明をいたします。

５６ページをご覧願います。今月の申請は１件で、面積３５８㎡であります。

１７番は、本年６月の総会におきまして、農振農用地区域の農地１９８㎡を農業用施

設用地に用途を変更することについて、やむを得ないものとして認めた土地を含むもの

であります。月岡４丁目地内の農地２筆、３５８㎡を北側既存の農舎及び農機具格納庫

の敷地と一体利用し、物置２棟及びもみ殻倉庫１棟並びに農業用資材置き場の用地とし

て利用したいものでございます。場所につきましては、月岡保育所南西３５０ｍ付近で、

住宅等が連たんする区域内の農地であることから、農用地区分は第３種農地と判断され

ます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会の調査結果を報告を願います。

４番、藤田吉則委員。

第３調査部会長（４番藤田吉則委員）

議第５号『農地法第４条第１項の規定による許可申請に対する意見について』は、合

計件数１件、面積３５８㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、立地基

準及び一般基準を満たしており、許可相当といたしました。

なお、県農業会議への諮問につきましては不要と判断いたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

発言が無いようですので、お諮りをいたします。議第５号につきましては、ただいま

調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。
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（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認め、全件許可することといたします。

議長（野﨑会長）

続きまして、議第６号『農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見につ

いて』を議題といたします。

事務局、説明願います。

事務局（清水事務局長）

それでは、議第６号『農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見につい

て』ご説明をいたします。

５８ページをご覧願います。今月の申請は７件で、合計面積３，００７㎡であります。

５７ページにお戻りをお願いいたします。５２番及び５３番は、先ほどご審議をいた

だきました議第４号『事業計画変更申請について』の１９番、２０番で説明をさせてい

ただいた内容と同じでございますので、説明は省略をさせていただきます。

５４番は、須頃１丁目地内の農地１筆、１，１１９㎡を売買により取得し、共同住宅

１棟及び駐車場５５台の用地として利用したいものでございます。土地の売買価格は、

１㎡当たり約〇万円であります。場所につきましては、燕三条地場産業振興センターリ

サーチコア南東５０ｍ付近で、都市計画用途地域の商業地域内の農地であることから、

農用地区分は第３種農地と判断されます。

５５番は、須頃３丁目地内の農地１筆、７０６㎡を使用貸借権の設定により、共同住

宅１棟及び駐車場１３台の用地として利用したいものでございます。場所につきまして

は、北陸自動車道三条燕インターチェンジ東側４００ｍ付近で、都市計画用途地域の準

工業地域内の農地であることから、農用地区分は第３種農地と判断されます。

５８ページをお願いいたします。５６番は、大島地内の農地１筆、３２５㎡を売買に

より取得し、住宅１棟及び駐車場２台の用地として利用したいものでございます。土地

の売買価格は、１㎡当たり約〇万〇，〇〇〇円であります。場所につきましては、大島

小学校西側７００ｍ付近で、住宅等が連たんする区域内の農地であることから、農用地

区分は第３種農地と判断されます。

５７番は、中野原地内の農地１筆、１６５㎡を売買により取得し、住宅１棟の用地と

して利用したいものでございます。土地の売買価格は、１㎡当たり約〇万〇，〇〇〇円

であります。場所につきましては、笹岡小学校北西１００ｍ付近で、住宅等が連たんす

る区域内の農地であることから、農用地区分は第３種農地と判断されます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、本件についても質疑の前に調査部会の調査結果を報告を願います。

４番、藤田吉則委員。
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第３調査部会長（４番藤田吉則委員）

議第６号『農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について』は、合

計件数７件、面積３，００７㎡で、書類審査及び現地確認結果など詳細説明を受け、い

ずれも立地基準及び一般基準を満たしており、全件許可相当といたしました。

なお、県農業会議への諮問につきましては不要と判断をいたしました。

以上です。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。

ご発言が無いようですので、お諮りをいたします。議第６号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり。）

議長（野﨑会長）

それでは、異議ないものと認め、全件許可することといたします。

第３調査部会長は自席へお戻りください。どうもご苦労さまでした。

議長（野﨑会長）

以上で議事が終わりましたので、報告事項に移ります。

報第１号につきましては、ただいま議事の中で報告いただいておりますので、省略を

いたします。

議長（野﨑会長）

それでは、報第２号『農政対策部会の結果報告について』、部会長より報告願います。

農政対策部会長は、村山代理の隣に着席願います。

１５番、刈屋一夫委員。

農政対策部会長（１５番刈屋一夫委員）

改めまして、おはようございます。

それでは、報告事例が２例ありますんで、１番といたしまして、水稲作況調査圃場の

実収量についてということと、２つ目は平成２９年度三条市農林関係施策の要望につい

てということを報告いたします。

初めに、水稲作況調査圃場の実収量についてを報告させていただきます。それでは、

８月３１日に実施しました作況調査圃場の実収量についてご報告いたします。皆さんご

承知のとおり、北陸農政局が発表いたしました２０１６年の新潟県産米の作況調査は１

０８と平年を大きく上回る良となりました。作況指数が１０８となるのは、１９７７年

以来３９年ぶりということだそうですが、天候が良好だったこと、生育が順調に進んだ
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ものと思われます。お手元に配付させていただきました水稲作況調査圃場の実収量につ

きまして表をご覧ください。表の左から１０ａ当たりの平年収量、皆さんから予想をい

ただいた平均予想収量、実収量の順となっております。実収量は、各経営主からお聞き

したものですが、平年収量に比べますとおおむね同等以上の実収量となっています。

以上です。

表は、皆さんのお手元に配りました表のとおりだと思いますので、その数字は省かせ

ていただきます。

続きまして、平成２９年度三条市農林関係施策の要望について報告をいたします。お

手元にこののが配られてある。配ってあるわね。それでは報告いたします。

農政対策部会は、１０月２０日の午後１時３０分から、本庁舎第２委員会室において、

部会委員１１名のほかに、野﨑会長、村山会長代理の出席を得まして開催いたしました。

議題は、９月３０日開催の農業委員会総会で付託を受けました「平成２９年度三条市

農林関係施策の要望について」であります。

審議の結果、お手元に配布してあります「報第２号 農政対策部会の結果報告につい

て」のとおりとし、市長に要望することといたしました。なお、要望項目は昨年度と同

じく１０項目といたしました。

昨年度までの要望書につきましては、例えば、「何々の推進を図る必要があります。あ

るいは何々が重要と思われます。」というような文章表現でありましたが、今年度は「何

々に努めていただきたい。あるいは何々に対する支援策を講じていただきたい。」という

ような文章に改めました。

それでは、２ページ以降の要望事項について、昨年度との主な変更点を中心に、ご説

明いたします。

２ページの「１ 地域農業の活性化対策について」の（３）「多面的機能支払交付金事

業」でありますが、昨年度は、「三条市独自のガイドラインを定めるなど、農業者や地域

住民の制度理解を深め、取組の拡大を図る必要がある。」と要望したところでありますが、

まずは、農業者から制度理解を深めてもらうことが重要かと思われます。市の農林課で

は市内６つの土地改良区と勉強会を行い、対策の推進に努めているところでもあります

ので、文章の後段部分について、次のように改めました。「地域において、より有効活用

が図られるよう、制度理解を深めてもらうための研修会の開催等に努めていただきたい。」

といたしました。

続いて、３ページの「２ 担い手の確保・育成について」でありますが、文章の後段

部分について、次のように改めました。

「認定農業者や新規就農者が安心して農業経営を継続発展できるように、国県の支援

制度の周知・指導に努めるほか、施設整備や機械導入に対しては、市独自の支援策を講

じていただきたい。」といたしました。

同じく、３ページの「４ 環境にやさしい、安心・安全な農業について」であります

が、昨年度については、「良質な土壌改良材の原料となる籾殻等の有効活用について検討

する必要があります。」と要望したところでありますが、文章の後段部分について、次の
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ように改めました。「籾殻は過去においては、圃場の暗渠工事の埋め戻し材として活用し

ていましたが、現在ではその需要が少なくなり、その処理が課題となっていることから、

土壌改良材への転用などの活用も含め、処理方法の調査・研究を進めていただきたい。」

といたしました。

続いて、４ページの「５ 米政策の着実な推進について」でありますが、文章の後段

部分について、次のように改めました。「国に対しては、安定した農業所得を確保する有

効な施策を講じるよう、要望していただきたい。」といたしました。

同じく、４ページの「７ 果樹栽培農家に対する助成措置について」でありますが、

文章の後段部分を次のように改めました。

「三条市果樹共済加入促進事業の補助率引き上げ等による果樹共済への加入推進や防

除に対する支援策を講じていただきたい。また、褐色斑点病の葉や枝の処分については、

自己処分を認めていただきたい。」といたしました。

続いて、５ページの「８ 有害鳥獣駆除対策について」でありますが、文章の後段部

分を次のように改めました。

「有害鳥獣捕獲の担い手緊急確保補助事業の補助率の引上げ等による狩猟免許の新規

取得者の確保対策や出動した際の弾薬負担に対する支援策を講じていただきたい。」とい

たしました。

同じく、５ページの「１０ 農業委員会法改正に伴う支援体制の確立について」であ

りますが、文章を次のように改めました。

平成２８年４月施行の改正農業委員会法は、農業委員会が、その主たる使命である農

地利用の最適化（担い手への農地の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規

参入の促進）をより良く果たせるようにすることを目的としています。

この改正により、農業委員の選出方法がこれまでの公選制から議会の同意を得て市長

が任命することとなったほか、新たに農地利用最適化推進委員を設置することとなりま

した。

本市の場合は、在任特例として現在の農業委員の任期が満了する平成３０年４月末ま

で、現在の委員が現行体制のまま、引き続き職務を行うこととなっております。

今後は、委員の推薦や公募、選考等の方法や委員報酬の考え方など様々な検討を行い

ながら、条例・規則等の制定や改正を行う必要があります。

こうしたことから、新たな農業委員会制度への円滑な移行とともに、今後、新制度を

効率的・効果的に運用していくために農業委員及び農地利用最適化推進委員の適正数の

確保、委員活動を支える事務局機能を強化する必要がありますことについて、ご理解・

ご協力をお願い申し上げます。

関係施策の要望につきましては、来る１１月４日、午後３時に、会長、会長代理、農

政対策部会の正副部会長３人、議会選出の阿部委員、横山委員からも同行いただき、計

７名で市長に面会して、提出する予定となっております。

以上で農政対策部会からの報告を終わります。
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議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

ただいまの報告の中でご質問がございましたら、ご発言願いたいと思います。

廣川委員。

３４番（廣川哲也委員）

３４番、廣川です。質問ではありませんが、一言申し上げたいと思います。

今回２９年度の農林関係施設要望について取りまとめをいただきました農政対策部会

並びに部会長さん、大変ご苦労さまでございます。大変文章としてわかりやすく、内容

も的確に処理されていて、大変よろしいと思います。今後ともよろしくお願いいたしま

す。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

ほかにございませんでしょうか。

９番、大桃委員。

９番（大桃伸之委員）

９番、大桃です。質問じゃないんですが、この１から１０番まで、最後の表現ですけ

ど、みんないただきたいという表現で、最後の１０番だけお願い申し上げますという、

何か敬重な感じがするんですが、もう少し統一したほうが、要望なんでいいかと思いま

す。

議長（野﨑会長）

じゃ、こちらのほうでまた文章を書き改めまして、統一したいと思いますので、それ

でよろしいでしょうか。

ほかにございませんか。

１７番、捧委員。

１７番（捧 譽委員）

１７番、捧ですが、３ページの２のことなんですけど、最後の行の５番目から施設設

備や機械導入に対しては、市独自の支援策を講じていただきたいということなんですが、

なかなか国だとか県の補助事業は対象者が限定されるということで、ほとんど大多数が

この対象にならんという、市独自というのは良い議案だと思うんですが。私、規模は国

や県のやつは１０、２０ｈａだとか、そういう規模に対してはだめというか、対象外に

ほとんどなるんですが、その辺について是非とも市独自に解釈を変更するか何かしても

らいたいと思っているんですが、そういうことについてはこの文章だけでなく具体的な

ものをちらっと聞かせてもらいたい。

（「この件は会長さんのほうが」の声あり。）

議長（野﨑会長）

今捧委員さんの質問の内容ですが、大変厳しい予測がされるという総括の意見だった

と思うんですが、私も同感ですが、これ調べていきますと、やはり要項がなかなかある

ということなんで、誰しもが取り入れることができないということが現状です。そんな
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中で、やはりそれを面積はこれから規模拡大という要項がまず第一条件ですが、それと

またいろいろ要項が入ってきております。例えば農地中間管理機構に入っているかどう

か、利用しているかどうか、人・農地プランに入っているかどうか、いろいろな項目が

要項されておりますが、正直に言いましてなかなか難しい問題かと思うんですが、私は

農林課サイドにも強く要請しているわけでございます。もっと理解のあるような内容で

一般農家にも普及させるべきではなかろうかということを申し上げているんですが、そ

の辺なかなか取り組みができないという実態でございます。そんな中で、今後私からも

是非こういったような話出ているんだといったように進めていきたいと思いますので、

ご理解願いたいと思います。

よろしいでしょうか。

１７番（捧 譽委員）

はい、お願いいたします。

議長（野﨑会長）

ほかにございませんか。

ご発言が無いようですので、報第２号『農政対策部会の結果報告について』を終わり

ます。

農政対策部会長は自席へお戻りください。どうもご苦労さまでした。

議長（野﨑会長）

続きまして、報第３号から報第７号まで、続けて事務局より説明願います。

事務局（清水事務局長）

（別添報告書により説明）

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

それでは、報告の中でご質問がございましたら、ご発言いただきたいと思います。

ご発言が無いようですので、報告事項を終わります。

議長（野﨑会長）

続きまして、来月の調査部会開催案内をお願いいたします。

第１調査部会長、１２番、大竹正信委員。

第１調査部会長（１２番大竹正信委員）

来月は、第１調査部会の当番でございます。１１月２５日午前９時から厚生会館第２

集会室で会議を開催いたします。関係委員は出席をお願いいたします。

議長（野﨑会長）

ありがとうございました。

なお、来月の総会は３０日を予定しております。

終了後、午後１時から委員県内一日研修を予定しておりますので、よろしくお願いい

たします。研修内容につきましては、柏崎市の山波農場を視察する予定でございますの
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で、よろしくお願いいたします。

それでは、長時間にわたってご審議いただきまして、ありがとうございました。

以上をもちまして定例総会を閉会いたします。

午前１０時３８分 閉会



- 18 -

会議の 末を記載し、その相違ないことを証するために、ここに署名捺印する。

三 条 市 農 業 委 員 会 会 長

議事録署名委員（ ３番）

議事録署名委員（３３番）


